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塩化シアヌノレの3個の麟原子は臨i生に鶴そのうち　ものを肺夘。フ。，レムで礁晶した．融点・46・C，

1個は゜°C附近で・他の1個は4°°C附近で脚の1個　（1）染料1の餓・（・）塩伽ア・、レ・．59（・1，M・モ
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・状同染工株式舗　　　　　　　　2・559（1／60モ・・）のP一アミノサルチル酸を加える。40・
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Cに保ちっxl時間半麗絆t？fu’etrる。その剛弱雛（pl｛　濾過，乾燥して茶褐色の班分末染料宿｛｝編

約6．5）コソ・・一レ。！沖li誓膿なる様に1鍛ソーダで調　（4）染料lvの合成・（cl）（2）の（a）の製融1・59α1200

　節する終了后ベソ・7・　一一ルを分離する。　　　　　　　　　　モル）とり・水50ccに分散させ・これにピクラミソ酸

（b）P一アミノサルチル酸ユ．39（1／：L20モル），無水炭阪麩　工sr（1／200モ・・）をアル1一ル70ccに溶解・・10°CiSf‘j’近に

ソーダo．59を水16ccに溶解し，｛酬・しt，．cがら33％撒　 『ご欄↑，弱i慰1三・・1ソ・’一・レ・固11差i三に保ちつ・x約1時

3．49勧航て氷で融　する謂晒セこ1蝋1駿ソーダ0・55館　ll“かけて滴下する・溝ド後211欄1酬ミする・

水3cc麟解し，融IIしn㈱こ力rl，Zて捌’1・すると，澄tl」1　（b）1‘”ag．t　］1・・d・aux　C：P　Base　e・84・g（1！200・・ル）蝋

液か硬に不溶性繍臓のジアlv’＝ウム塩を得る・　a－v一　湯1こ溶解，　go℃附遡こて畑↑溺酸惚”ソゴル・ド

　フチルアミソ1．馳（1μ20モル）に濃4猛酸19，熱湯16CC　　中1生に保もつK約1時岡かけて滴下する。滴下後露時間

　を加えて溶解し，氷で冷却する。これにlll矯己のジァゾニ　　　垂翻’トな紐ける。放冷，1慮過軌燥して赤褐色の署ち｝米状染料

　ウム塩を注λ5・cを越えぬ様にしLltgがら搬陸3時欄続　を鴨た・

ける。無水炭酸ソーダ0．49勧il、乏てrliliriし，↑rijも弱　慶1生　（5）染料Vの舎成1（a）アml」ソ1・86蹉σ！50モル）

　に保ち，一夜放1翫后，水浴で50°Cとし，濃雄酸0・蝕を　　　に濃翻風酸5・49な加え，水18cc菅こ溶1郵氷で冷却し之に玉1齢ii

加えて酬蟹し媚轍モノァゾイ瞼物の鰍欄・を得　藤唆野ダ1・鰍冷水7ccに1響鵬したもの醗入しつ覗

る。　　　　　　　　　　　凱ジアゾ化する・a－“）・一・チ・レフ’ミソ2・869σ／50モ
　　（O）（b）で得たモノアゾ化舎物を（a）に注入し，goecltrcて，　　　ル）に濃壌酸2・㎏な加え曽ll㌃湯40ccにとかし・冷却し・冷

3酬】麗絆を続ける．そのll／il　rソゴーレ・1・llll盛i…に保つ。　1龍於て’illiiiFitのジァゾ晶ウ鵬測…入レ（30分i｝醗1‘1…し

　塩訴し，濾過水洗，乾燥して黒色の粉末染料を得た。　　　　てモノアゾ化合物な禽成する。

（2）染料IIの合成・（a）塩化シアヌル9・29σ／2。モ　（b）（2）の（・）の製融39（1／100モ・レ）とり・水に分敬さ

　ル）をベソゾール200ccに溶∫弊，　P－一アミノサルチル酸　　　せ〔a）Vtて得たeZ’ノフ’ゾ化脅物をアルコール100ccに溶解

7。69（1／20モル）を鰍て0・C附近VCてま購を2嚇II半続　し・約1i！欄かけてylvaTする・その聞gO°C附近に保ち・

ける．その闇・ソ距レ。i姻！長に保っ，ペソゾールt・’　撒ソーヅで・ソゴゆ・1姻些セとな礁こp職繍i

　分離し，フk洗乾燥する。　　　　　　　　　　　　　　　　しつ蕊撮絆する。滴下終了屑，箆にpllを調節しっM3

（b）（。）の鄭39（エ／エ0・モル）を水5…紛散させ，こ　酬｝】騰1糖蹴る・1脳・フk洗・乾燥して茶褐色の粉末

れにE・・tR・dGLB説1．59（1μ00モ・・）をアル・　難1を得た・

　一・ル40ccに溶解したものを約1時聞かけて滴下するbそ　　　（6）染料VIの合成：（a）2・4一ジcaトロアユリソを

　の閲40。Cにて麗絆を行い，滴下終了1乱翼に1時間半　　　ジアゾ化する為，809の濃葡酸を外部より氷冷し・こ

酬・を続ける．炭酸ソーダでpllを約6・5に調節する・　　れ疏分に乾燥粉砕した6・99の純亜硝酸ソーダE．　10°C

　（C）更にMitsui　Red　3　GLおase　1・79（1／100モル）を　　　以下で徐々に加える。加え終つたら10分欄絆する。氷冷を

　アルコール40ccに溶解，90QC附近にて（b）と同様に1支応　　水冷に代え内温が外温に等しくなつたら全く徐々に蕊硝

　せしめる。塩析，濾過，製品を素焼板にて乾燥し燈色の　　　酸ソ・・一・・ダが完全に溶解するまで70℃に熱し胤20°Cに

’粉末染料を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷却する。これt／c　O・1モルの粉砕したアミノ化會物を常

　（3）染料皿の含成：（a）塩化シアヌル1・839（1！ユ00　　温で徐々に加える。水で稀釈した試験液が僅か悶li硝酸

　モル）をアセトソ10cc　Oこ溶解，水工00ccを加え，これ　　　の反応を呈するまで綴絆を続け・その後24舷の氷の中に

　にEast　Red　GL　Base　1，59（1／工00モル）をアルコール　　　注入し，不溶物を濾過しジアゾニウム塩を合成する。次

　40cclこ溶解，約1時間かけて滴下する。その間0°C附近　　　にα一ナフチルアミソ14・39（工！10モル）｝こ濃塩酸ユ29を

　で弱酸性に保ち撮絆する。滴下終了后，なお2時間麗搾　　　加え，漏湯200ccに溶解させ・醸酸ソーダな加えて過剰

　を続ける。　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の塩酸を中和し，酷酸酸1蟹…に於て冷時上のジアゾユウム

　（b）Mitsui　Red　3　GL　Base　1・79（1／Zooモル）をアル　　　塩を加えてカツプルせしめてモノアゾ化・訓勿を生成せし

　コール40ccに溶解し40°G附近にて同様反応せしめる。　　　め1慮過，乾燥する。

　〔O）．（1）の〔b）にて合成ぜる一Z一ノアゾ化含物（工／100モル）　　　th）（21の（a）の製品を0・75繕（1／400モル）とり・水に分

を徐々に加え，90°G附近で反応せしめる・・ソゴーレ　倣させ（a）にて得たモノアズ化含物1・79（エ／200モ・レ）を

　ッド中性弱酸憐に二保ちつx2時間捜i搾を続ける。放詳飢　　　　5Qccのアセトンに溶解して加え，　ge°C附近にてコγゴ門
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レ・i嗣生に保ち外3闘琵1灘陸続ける・放冷濾過　・ンゴゆ・帥悔こ保つ．滴下終了胤2　欄階ドを

　磯して絶の粉末状染糖徽・　　　　　絋適脳．濾過，乾燥して擶色の糊ミ状染料を得た。
（7）染料V：Uの合成：（a）（6）の（a）の如くして2。4一ジ

ニトロアニリンをヂアゾ化し，0一トノレイジソとカップル　　　　　　　　　染色竪宇度試験

させる・欄・隙させる・　　　　　染触被染物、してビ。。．，アセ。．、湘ll媚
（b）（’Z）空（a膿品゜・59（1／6°°’T：　7v）を・k紛撚せ（・）・・染料瞭轍剛・・％，磁、％，轍，．ダ，。％

繍講鰹1撫ll，継監弊糊繍欝犠1一に於て嚇
繍獅鷲講論鶏τ犠撚蒙朧鴨・％轍懲齢7㌍・に於て
料を翫　　　”15畿載幣雛撫楚奪翻か幡の
（8）難VHIの餓・（・）（2）の1・の酬をエ・59（エ／　樋の程度，　　－

2°°モル）とり・水に頒させ・こa・にF・s・R・d踊・・　鰍、A。＿欄　勺醸し，

き縦禦増罵灘、翻r慰　」ど：：：：：羅良・，

后2時間撮搾を続ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D……や工悪い，

（b）（6）の（a）の製晶1・　79（1／200モル）をアル誠P・ル50cc　　　　　　　Iil……著しく悪い

に溶解し・約1時聞かけて滴下，欄絆する。その閥gO°C　　上の如く区”ljした。

試　験結　果
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　色　　　相

染，　着　　性

洗濯堅牢度
日光堅牢度

染料・1染料il　F＃tf　ls｝1・11剃・μv
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　Cl
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　G
　（」

染料V
煉3i：色
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　c
　1］

黎料VI　i染料V川染料VI1エ

淡青臨

　A
　B
D～遇

黄赤飽

　B

　B
　Cl

黄緑臨

　G

D～E

　ビZZロン，アセテートは同じ程度に染色され木綿には　　文献
殆んど染齎しない・ @　　　　　（・臆藤畝・石塀賜会晒作、信大繊欄，、，
　　　　　　　　　総　　　　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954）

トリアジン環鮪しス、、フ。ソ酸基鮪しないでビ＝　（2）T｝luRsTQ・　IJ・T・・D・・L・・J・R・＆　1〈kl・mRD・陶・

・ソ闘し染tSltkv・大して影響のなvrサ・・チ・レ酸蹴・　　　　Am・　Chem・S。・・：　73・　298エ（195エ）

ケ乃至2ケ有する染料で分子量が550～866程度のもの8　　　　　　　　　　　　　Summary
種合成して染色性を験したる処共にビニロソに対し臓接　　　　We　synthes1zed　the　dyestuffs　whlch　have　th6　triazine

性あつて木綿は殆んと染色しないことを発見した。　　　　　ring　and　one　or　two　salicylic　acid　groups　in　spite　of　a

　本実験を行うに当り塩化シアヌルを提供して戴いた日　　sulfonic　group．　lt　was　found　tllat　these　dyestuffs　have
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